
産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業
インターンシップ等の取組拡大

【取組概要】
沖縄県内の就業問題、すなわち、有効求人倍率が低く雇用吸収力が弱いに
も拘らず、多くの学生が県内での就職を望んでいるという問題、失業率が全国
ワーストワンであると云う問題などの解消のため、沖縄の基幹産業であり特区
に象徴される観光産業及びＩＴ産業、「健康」・「安全」として定評のある県産品
の生産、米国系会員企業を擁する団体である「在沖米国商工会議所」を構成
する産業など、「沖縄らしさ」を活かした産業界と連携し、琉球大学を幹事校と
して、沖縄県大学就職指導研究協議会（沖就研）傘下の普通学部を有する４
年制大学を中核とした恒常的なインターンシップの機会の提供を行う体制を確
立する。以て、学生が各自の「天職」を得るための過程として、入学から卒業ま
でのキャリア教育の中でインターンシップをフル活用し、学生が在学中に「社会
人基礎力」を獲得して卒業後各界で活躍できるための教育プログラムを確立
するための推進組織を確立する。

本取組の達成目標

･インターンシップ参加者 H２５：942人 → H２７：1,142人
参加率 H２５：8.4％ → H２７：10.0％

・インターンシップ受入れ企業 H２５：433社 → H２７：533社
・インターンシップのマッチング専門人材 各大学２名養成

沖縄地域 琉球大学グループ（参加校５校）

〈うりずんプロジェクト ～「沖縄型」インターンシップの展開～〉

事業のイメージ


